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 父がお金になってしまった。 

そんなふうに思ったのは、去年の冬、父が亡くなって一ヶ月程たった頃。母と共に、年金

事務所で「遺族年金」を申請したときだった。 

私の父は、癌を患っていた。入退院を繰り返しながら、ずっと治療を続けていた。父は、自

分の仕事に誇りを持っていたのだと思う。体調が悪くても、薬を飲み続け「大丈夫」と言っ

て、仕事に復帰しようとしていた。そんな父の想いと、私たち家族の願いもむなしく、病状

は悪化する一方だった。 

そして、再度体調が悪くなって入院をしていたある日、突然意識を失って、そのまま目を

覚ますことはなかった。 

最後のとき、病室には母と姉と私の三人がいた。父は、私の呼びかけにも、母や姉の声に

も、応えてくれなかった。まだ生きていてほしいと、みんながそう言ったのに、その想いは

届かないまま、父は静かに旅立ってしまった。 

父が入院してから、家族の生活は大きく変わった。母も姉も、父の容態がいつ悪くなって

もすぐ駆けつけられるようにと、仕事を休んでいた。その後、父がいなくなった喪失感と、

張りつめていた日々の疲れがどっと詰めかけてきたのか、私たちは皆、かなり落ち込んでし

まった。とても、すぐに働けるような状態ではなかった。 

それでも、葬儀の後は、現実が一気に押し寄せてきた。生活費、光熱費、食費、学費。生き

るためには、思っている以上にたくさんのお金がかかった。私たちは、ただ不安に押しつぶ

されているだけではいられなかった。そんなときに頼ることになったのが、遺族年金だった。 

正直、今までは、年金なんて遠い将来にもらうものだと思っていた。厚生年金や国民年金

があるのだと学校で習ったけれど、どこか他人事のように感じていた。しかし、年金事務所

の窓口で必要書類を出し、遺族年金について説明されたとき、私は現実に引き戻された。 

父がお金になってしまった。そんな思いが、ふと胸をよぎった。まだぬくもりの残る記憶

の中の父が、書類で金額に変わってしまうような気がして、なんとも言えない気持ちになっ

た。お金なんかいらないから、父が帰ってきてほしい。そう思った。 
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しかし、それは父が生きていた証だった。ずっと家族のために働いて、まじめに年金を納

め続けてきたからこそ、その想いが遺族年金という形で残ったのだと、あとになって気付い

た。 

母は、父がいなくなったことを悲しみながらも、それでも懸命に手続きをこなしていた。

何枚もの書類に目を通し、役所に行き、電話をかけ、必要な証明を揃えていった。葬儀の途

中、泣いていた母。私は母が泣くところを父の葬儀以外で見たことがなかった。涙をこらえ

ながら、それでも前をむこうとして行動を起こしていた母の姿は、今でも忘れられない。 

年金は、ただのお金ではない。父が私たち家族に遺してくれた、大きな愛情だったのだと、

私はそう思う。生きている間だけでなく、いなくなってからも、家族を守ってくれるもの。

それが年金という制度の持つ、本当の意味なのだと、私は身をもって知った。 

これから私は、大人になって、社会に出て、働くようになる。そして、いずれ、年金を納め

る立場になる。昔の私だったら「どうせもらえないのに」や「損してる」と思っていたかもし

れない。でも、今は違う。そのお金がいつかどこかで、誰かの支えになるかもしれない。もし

かしたら、私のように突然家族を失って、不安でたまらない思いをしている誰かの、救いに

なるかもしれない。そう思えたのは、父が遺族年金という形で、私たちに年金について教え

てくれたからだ。 

お金になったのではなく、想いとして、父は今も私たちと一緒に生きている。そのことを、

私はこれからも忘れず、前をむいて進んでいきたい。 


